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　Four　medicinal 　plants，∫ノ砌 〃uynia 　co 厂data，　C；eranium 　thun わergii ，　prunelia　vutgaris 　var ．

lilacina　and 　Gardenia／asminoides 　were 　dried　under 　various 　conditions ，　and 　evaluated

according 　to　their　numerical 　surface 　color 　and 　the 　content 　of 　each 　chemical 　indicator．　The

leaves　 of 　ll．　 eordata 　 dried　by　dehumidifying　at　30℃ showed 　the　most 　vjvid 　yello輌 sh

green　and 　the　highest　content 　ofquercitrin ．　For　the　leaves　of （三thunbergii，　shade 　drying　in
the 　open 　was 　not 　an 　appropriate 　method 　as　the　color 　of 　the　leaves　ch εmged 　to　brown 　and 　as

the　gcraniin　conten 匸 was 　decreased　by　half　The　freeze−dried　spike 　of 　R 　 v曜gα厚5　var ．

lilacina　showed 　the　highest　content 　ofrosrnarinic 　acid ．　The　unsuitable 　methods 　fbr　the   it

of σ ノα5槻 ηo 此たε were 恥 eze −drying，　dehum｛difying　at　30℃，　and 　through −now 衂 ng 　at

50℃ because　the血 亘ts　tumed 　black　and 　the　content 　ofgeniposide 　was 　diminished．

　 Keywords ： drying　method ；surface 　color ；Houttuynia　cordata ； σεアo η ’um 　thun ∂ergii ；

PrUne ’ia　VUIgariS 　var ．　li’αC’欄 ；Garden’αノaSmino ’des；qUerCirin；geraniin；rOSmariniC 　aCid ；

geniposide

　薬用植 物 の ほ とん どは採 取 後，加 工 乾燥 され て 「生 薬 1

と い う形 態で 利 用 され る．古 く乾燥 に 関 して 中国の 本草書

で は，陶 弘 景 り が 「た だ 陰 影 の 處 に 曝 し て 乾か せ ば よ い 」

と し，馬 志
2，は 「草木 の 根 と苗 で 九 月 以 前 に採 る もの は

い ずれ も目光で 乾か すが よ く，十月 以 後 に採 る も の は 陰乾

で よ く行 く」 と し て い る．ま た近 代 に お い て，葯材 学
3〕

で

は 「通 常，日 に 干 す （陽 乾〉，陰干 し （陰 乾 ），火 力 乾 燥 」

の 3 つ の 方法が 示されて い る．日本 に お い て は 人 和 本 di　4）

に 「根 も葉 も夏秋 と る 物 は 目 に 乾 し，冬 春 と る物 は陰 乾 に

す べ し」 とあ る．現在 で は 第 13改正 口本 薬 局 方
5）にお い

て 「生 薬 は 通 常風 乾に よ っ て 乾燥 し，通 例，60℃ 以 下 で 行

う亅 と規定 され て い る．天 候に 左 右され ず，また 生 産 効 率

の 面 か らも，温 風 乾燥機な どに よ る機械 化 が 進 め られ，乾

燥時間 の 短 縮や品 質 の 安 定 化 が 求 め られ て い る．乾燥 方法

や条件 を変 え る こ とで，仕 上が っ た 生薬 の 品質 に どの よ う

な影響 を 与え る か ，従 来 ，民間 で 日干 しや 陰 干 しに して 利

用 され て い る ドク ダ ミ，ゲ ン ノ シ ョ ウ コ ，ウ ツ ボ グサ，お

よび 乾燥 しに くい と 言 わ れ る ク チ ナ シ を用 い て，色 彩 と指

標成分の 変動か ら品質を検討 した．

実　験　の 部
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「
rABLE　l，　influence　of 　Drying 　Method 　on 　the 　Tone 　Values　1．　 ofthe 　Surface　Color

〃磁 侮 卿 α oo 〃α如 　 Geranium　thunbergiiPruneiia
　vulgaris

　　　　　　　　 Gardenia／asminoides
　 van 　liiacina

Solar　drying

Shade　drying

Air−drying

indoornorth

　ou 重side

south 　outside

through −qow 　at　50℃

dehumidi〔シing　at　30℃

Freeze−drying
Each 　value 　represents 　mean ± S．D．（n ；5），

43、8 ± 2．6

40．4 士 2．2

39．5士 3．6

34．7± 1．1

40．3 ± 0，5

41．9 土 4」

48 ．5± 4．4

43．0 士 2，4

38，6 土 5．6

35．7 上 3，9

44．2 ＋ 2．9

39．2土 2．9
44．亅± 4．2

48 ．2t2 ，7

44．8 圭 1．4

38．4 土 2．1

37，4 ± L5

34，7 土 1．7

39．9 士 2．9

43．7 士 2．6

56．6 ± 3．9

41．0 土 6．1

41．8 土 2．5

43．1 土 2．1

42．4 土 3．5

23．8：』2，2

37．3± 4．5

29．4 ± 3．4

　 実験 材 料

　A ．ドク ダ ミ Houttuソnia 　cordata 　TI　｛IJNB，（Saururaceae） の

花期の 地 上 部，岐 い薬科 大 学 薬 草 園 （岐 阜市），1999 年 6

月下旬採取．

　B．ゲ ン ノ シ ョ ウコ Geranium　thunhers・ii　SIEB．　 et　ZUcc．

（Geraniaceae）の 地 ヒ部，岐阜薬 科 大学 薬 草園 （岐 阜 r「ガ），

1999年 8 月．ヒ名σ採 取．

　C ．ウツ ボ グサ PruneUa　vulgaris 　L．　 var．　tilaeina　NAKA ］

（Labiatae）の 花穂 ，岐 阜 薬 科 大 学 薬 苧：園 （岐 阜 1ぬ，1999

年 8 月 L旬採 取．

　D 、ク チ ナ シ C｝ardeniaJ
’
asminOides 　El．［．］S （Rubiaeeae ） の 黄

変 した 完 熟果 実，名 占1盈市八 事霊 園周 辺 （名 占屋 rh ），1999

年 12 月 lt句 採 取 ．乾 燥 後，が くを 取 り除い た．

　 ドク ダ ミ とゲ ン ノ シ ョ ウコ は 噴 端 か ら 3 節 目の 成篥を

供 試材料 と した．

　 乾 燥 方 法

　 大 凵乾 燥 で は 新 聞 紙 に 試 料 を広 げ，葉 と花穂 は 3〜5 冂，

果 実 は約 3 週 間 直 射 日光 に あて た．風 乾 で は室 内 の k部，

颱 外 北 側 1階 と南側 2 階の 軒 トに 5本 ず つ を 束に して約 3

週 間 吊 り ドげた 、南側 2 階で は 西 日 と 風 雨 の 影響 を 多少 受

けた．50℃通 風 乾燥 （TARAI 　MFC ，］℃mperature 　Chamber）

で は，葉 と花穂 は 料 1，果 実 は 20 間 乾燥 し た ．30℃ 除湿

乾 燥 （T
’
OYO ，　INCUBATOR 【S−1600E ）で は ，葉 と 花穂 は 1

週 間，果 実 は 約 3 週 間 乾燥 した ．凍 結乾燥 で は 試 料 を凍 結

後，凍結乾燥機 （東京理 化，FD −5N 型 ，ドライ チ ャ ン バ ー

内は 20〜30℃ ） で 、葉 と 花穂 は ll1 ，果実 は 3ii 間減圧

乾 燥 した．乾 燥後 ，試料 は除湿 し て 冷暗所 に 保 存 した．各

乾 燥 方法 にっ き 5検体を 供試材料 と した．

　 色 彩測 定

　乾燥させ た試料表面 の 反 射光を色彩色差計 （ミ ノル タ，

CR −241） で 測定 し て 数 値化 し た．測 定 条件 は 光 源 ： パ ル

ス キ セ ノ ン ラ ン プ，45
°

環照 明 垂 直受 光 方式 ，測 定径 ；L8

mm で 行っ た．各試料の 測定位置 5 点 を決 め，そ の ！ド均値

を 各個 体 の 数値 と した ．葉は 向軸 面 で 比 較 し た．

　指標成分の 定量

　 ドク ダ ミの quercitrin　
6），ゲ ン ノ シ ョ ウ コ の geraniin

η，

ウ ツ ボ グサの rosmarinic 　acid 　
8・9），ク チナ シ の geniposide　

io）

を指標 成分 と して ，既報
6 ｝o）

に 準 じ，HPLC で 絶 対 検量 線

法 に よ り定量 した ．

結果及 び考察

　色 彩 の 測 定 （明 度 L
＊

と色度 a
＊

ゲ ）
H・12）

　色 は色相，明度，彩度の 要素か らな り，こ れ らを 客観的

な数値 で 表す に は 岬 Z 表 色 系，L ＊

a
＊b ＊

表色 系，　 U（］s 表 色

系 な ど
13・　 14）

が あ るが，本研究で は 色の イ メ
ージが つ か み

や す い L ＊
a

＊b＊
表 色系 （CIE　I　976）

15 ） を用 い た．　 L ＊

は 明度

で ，数値 が 大きい ほ ど明 度は 高い ．♂ と b＊

は 色度を表 し，

a
＊
の （＋ ）値 が 大 き い ほ ど彩度 の 高い 赤色，（

一
）値が 大 きい

ほ ど彩度 の 高い 緑 色，ゲ の （＋ ）値が 大 き い ほ ど 彩度 の 高い

黄色，（
一
）値 が 大きい ほ ど 彩度の 高い 青色 を示 す．（0）点 か

ら 同 方 向 に あ る もの は 同 じ色 相 を asす （Fig．］，　TART 、R　D．

　A．ドクダ ミ　南側陰十 しや 50℃ 通 風 乾燥 で は 緑 色 の 葉

が 褐色 に 変化 し，♂ は 最 大 の （＋ ）値 を示 した ．北側 陰 干 し

や 室 内 乾燥 で は緑 色 を示 し，a
半

は （ ）の 最 大 値 を 示 した．

天 目 乾燥 で は 緑 色 の もの や 褐 色 の もの が あ り，a
＊
値 に ば

らつ きが 見 られ た．30℃ 除湿 乾燥 が最 も鮮や か な黄緑色で

彩度 が 高 く，ゲ 値 が 最 大 で あ っ た ．凍結 乾 燥で は 他 よ り

白っ ぽ い 仕 上が りと な り明 度 が は最大値を示 し たが，a
＊

ゲ の 絶対値 は 小 さ く ， 彩 度 は 低い 値 で あ っ た ．南側陰干

し は L＊

値 が 最小 で 暗褐色 で あ っ た ．

　 B．ゲ ン ノ シ ョ ウコ 　南側陰干 しで は 緑色の 葉が 赤褐色

と な り，a
＊

の 最 大（＋ ）値 を示 し た ．北側陰干 しで は 暗褐 色

を示 し，L＊
は 最小 で あっ た．凍結乾燥や 30℃ 除 湿 乾燥 や
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Fig．1　．　Color　Specification　of　Dried　Materials　accordig 　to　the　CIE 歪976（Lia＊b＊

）Space

　　　x ：　so 且ar　drying，　◇ ：　shade 　dry奩ng 　indoors，　0 ：　shade 　drying　on 　the　north

　　　outside，● ： shade 　drying　on　 the　 south　 o皿tside，▲： th 【ough −flow　drying　at

　　　50℃，△ ：dehumidifying　at　30℃，＋：freeze−drying，　C＋）が ： red ，（一）α
＊

：green，

　　　（＋）b＊
：yellow，　point（0）→larger　absolut ¢ value ： vivider 　saturation ．

50℃ 通風 乾燥で は 緑 色を 示 し，a
＊

の （
一
）値は 大 き な値 で

あっ た，凍結乾燥 と 30℃ 除湿乾燥で は α
＊
ゲ の 絶対f直が 大

き く彩度 の 高い 黄緑 色を 示 した．

　C ．ウ ツ ボグサ 　陰 干 し（南側 ，北 側 ）で は花 穂 は 茶 褐 色

とな り， 南側 陰干 しで の a
＊

の （十）値 が 最大，L ＊

は最 小 値

で 暗 褐 色 で あ っ た，凍 結乾 燥 と 5e℃ 通 風 乾燥 で は 緑 色 を

示 し，a
＊
の （

一
）値 は 大 き な値 で あ っ た．凍結乾燥で は 白 っ

ぼ く，L
＊
値 が 最大で あ っ た ，天 日 乾 燥 で は 緑 色 か ら褐色

まで ば らつ きが あ り，a
＊
値は 大きな変動 を示 し た ．

　D ，ク チ ナ シ 　 ク チ ナ シ の 完 熟 果 は 油脂 質で 乾 き難 く黒

変す る こ とが 知 られ て い る
16｝．今回 の 実験 で も凍結乾燥

と 30℃ 除灘 乾 燥 で は 乾 燥が 不 f’分で 内部 ま で 黒 変 した た

め α  
＊
の 絶対 値 が 小 さく，彩 度 の 低 い くす ん だ 色で あ っ

た．50℃ 通風乾燥 で は 果皮表面が 黒褐色に 変化 し L ＊

a
＊ h＊

と も に 最小 値 で あ っ た．室 内 乾燥 や 北 側 陰干 し で は a
＊

ゲ

の 絶対値 が 大 き く，ゲ 値が 大 き い も の は 濃い 黄赤 色 を示

した．天 日や 南側 陰 干 しで は a
＊b ＊

の 絶 対 値 に ば らつ き が

あ り，色相 だ け で な く彩 度 に も大 き な ば らつ きが 見 られ た．

　指 標 成 分 の 含 有 量 （TABLE 　H）

　A ．ドク ダ ミの quercitrin　 Quercitdn含有量 が 最 も 高 い

の は 30℃ 除湿 乾 燥 と天 目乾 燥 の 場 合 で あ っ た．葉が 暗褐

色に 変化 し た 南側 陰丁
一
しは 最小 値 を示 した，50℃ 通 風 乾 燥

で も茶 褐色 に 変化 し，quercitrin の 含有量 は 30℃ 除 湿 乾燥

よ り低 い 値で あ っ た．北 側 陰干 しや 室 内 乾燥 で は 緑 色を 示

して い た が quercitrin含 量 は低 い 値 で あ っ た．

　B ．ゲ ン ノ シ ョ ウ コ の geraniin　ほ とん どの 乾燥 方 法で

葉の geraniinの 含有 量 は 20％ 以 Eで あ っ た が，褐色 に 変化

した 陰 トし（北側 ，南 側 ）で は 約 112に 減 少 し た．室 内 乾燥

と南側 陰干 しで は含有量 の ば らっ きが 大 きく，乾燥状態 が

均質 で ない と考え られ る．他の 乾燥方法 で は 比 較的ばらつ

きが 少 な か っ た．

　C ウツ ボグサ の rosmarinic 　acid 凍結乾燥 し た花穂 で

rosmarinic 　acid の 含有量 が 最 も高 く，茶褐色 に 変化 し た 陰

．f： し（北 側，南側）で は 含有 量は 僅 か で あ っ た．30℃ 除湿 乾

燥 ，天 日 乾燥 ，窒 内 乾 燥 で は ほ とん ど同 じ含有 量 で ，凍 結

乾燥 の 約 1／2 で あ っ た．新鮮 な 花穂 の 方 が rosmarinic 　 acid

の 含 有 量 は 高 い こ とが 報 告
8） され ，乾 燥 過 程 で の 分 解 が

推 測 され て い るが，凍 結 乾燥 で は分解 が少 な い こ とが 示 さ

れ た．

　D ．ク チ ナ シ の geniposide 　 Geniposideの 含有 量 は 50℃

通風 乾 燥 で 最 も高 い 値 で あ り，内部 ま で 黒変 し た 凍 結 乾 燥

と 30℃除湿 乾燥 で は低 い 1直となっ た．内部の 種子 塊 の 方

が 果 皮 よ り gcnipos．　ideの 含有量 は 高い こ とが 布 目 ら
17｝

に

よ り報 告 され て お り，凍結乾 燥 や 30℃ 除湿 乾 燥 で は 内部

が 乾燥 され に く く，geniposideが 分解 され て低 い 値 に な っ

た もの と 考え られ る．

結 論

　通 常の 風 乾 と 比 べ ，仕一ヒが りの 変色が 少 な くて 見栄 えが

良 く，含有成分の 極端な減少 の ない も の は 品質 が 良 く，商
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TABLE ［L　 Influence　of 　E）rying　Method　on 　the　Contents　efChemical 　lndicators

〃磁 〃翼翅 ’oco 漁 ’α 　 Ge厂碑 ’um 　thu肋 β顧 f
〃 砌 ε〃a 　vulgaris

　　　　　　　　 G α廨 η如ノα 5η 2加oides
　 va 匚 lilacina

Quercltrin Geranlin Resmarinic 　acid Geniposide

Solar　drying

Shade　drying

Air−drying

Freeze−d【ying

indoornorth

　outside

south 　outside

thrQugh−now　at　50℃

dehumidi敬ing　at　30℃

1．95 士 0．15

1．［3 士 0，20

1＿38 土 0．50

0．79 士 0 ．18

旦．15± 0．21

2．02 ± 0．62

ヨ．33 ± 0．43

22．2 ± 2．4

21．1 土 9．9

10．8t2 ．47

．7 ± 5．0

22．3 士 4．4

22．4 土 4．2

21．6 土 3．5

3．07 土 LO4

2，76 士 0，67

0．23 土 0．09

0，12± 0．03

3．92 ± 1．1】

3．00土 L〔叫

652 士 〔）．93

4．SI 土 0．42

4．t6 士 0，62

4．02 ± 0．40

4．31 ± 0．23

4．72 ± O．24

3．54 」：0．69

3．44 土 0．61
Each　vajue 　represents 　mean （％ ）＋ S．D．（n ＝5）．

品 価値 が あ る と判 断 され，以 トが 各々 の 薬用 植物 の 最適な

乾 燥 方法 で あ る．

　 L 　ドクダ ミで は 30℃ 除齦 乾燥が 最適 で あ る．北側 陰 F

し も適 し て い る．天 H 乾燥で は quercitrine含 景は 高い が，

色 の ば ら っ き が 大 きい ．

　2．ゲ ン ノ シ ョ ウコ で は 凍結乾燥，50℃ 通 風 乾燥，30℃

除湿 乾燥，天 目乾 燥が 適 し て い る．室内乾 燥 は geraniin含

量，色 とも に ば らっ きが 大 き い ．

　3．ウ ツ ボ グサ で は rosmarinic 　 acid 含 量 の 面 か ら は凍結

乾燥 が 最適 で あ る．天 H 乾燥，50℃通 風 乾 燥，30℃除湿 乾

燥，室 内 乾燥 も適 して い る と p．1「え る．

　4．ク チ ナ シ で は 色お よ び geniposide含 量か ら，陰丁 し

（室 内，北側，　南側）　お よ び 天 日乾燥 が 適 して い る．

　今 回 の 実験 で は 色 の 仕 ｛
．
二が りの 良 さは，緑 色の 葉 で は

a
＊

の （
一
）値 で ，黄赤色の ク チ ナ シ で は b＊

の （＋）値 で評 価

で き る ．温 風機械乾燥 で は 60℃ 以 トと され て い るが ．イ

リ ドイ ド配糖体を多く含むク チ ナ シ で は 50℃ で も黒 変 し

て ，凍結 乾燥 や 30℃ 除湿 乾燥 とい っ た 低 い 恒 淵．で の 長 時

間 処 理 も適 さな い こ とが 明 らか に な り，従来の 陰干 し が最

適 で あ っ た．般 に 機 械乾燥 で は 変動 の 少 な い 均 質 なイ．LL

が り とな るが，各植物 に よ っ て ，ま た薬 川 部に よ っ て 最適

条件 を 選択す る 必 要性が ある．
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